
令和３事業年度 

財  務  諸  表 

独立行政法人環境再生保全機構 

（環境保全研究・技術開発勘定） 
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（環境保全研究・技術開発勘定） （単位：円）

（資産の部）
Ⅰ　流動資産

現金及び預金 373,166,397
未収金 28,879
前払金 4,201,326
前払費用 586,150
賞与引当金見返（注） 11,974,744

　流動資産合計 389,957,496
Ⅱ　固定資産
　１　有形固定資産

建物附属設備 3,494,038
減価償却累計額 △ 399,170 3,094,868

機械装置 29,784,510
減価償却累計額 △ 7,663,266 22,121,244

工具器具備品 54,416,192
減価償却累計額 △ 21,606,258 32,809,934

　有形固定資産合計 58,026,046
　２　無形固定資産

ソフトウェア 99,502,769
ソフトウェア仮勘定 1,195,430

　無形固定資産合計 100,698,199
　３　投資その他の資産

退職給付引当金見返（注） 27,527,242
　投資その他の資産合計 27,527,242

　固定資産合計 186,251,487
　　　　　　資産合計 576,208,983
（負債の部）
Ⅰ　流動負債

運営費交付金債務（注） 84,956,601
未払金 35,197,396
未払費用 2,699,081
リース債務 12,722,079
預り金 706,782
引当金

賞与引当金 11,974,744 11,974,744
　流動負債合計 148,256,683

Ⅱ　固定負債
資産見返負債（注）

資産見返運営費交付金（注） 126,727,193
ｿﾌﾄｳｪｱ仮勘定見返運営費交付金（注） 1,195,430 127,922,623

     引当金
退職給付引当金 27,527,242 27,527,242

長期リース債務 21,486,816
　固定負債合計 176,936,681

　　　　　　負債合計 325,193,364
（純資産の部）
Ⅰ　利益剰余金

前中期目標期間繰越積立金（注） 37,236,782
積立金 74,730,112
当期未処分利益 139,048,725
（うち当期総利益） (139,048,725)

　利益剰余金合計 251,015,619
　　　　　　純資産合計 251,015,619
　　　　　　負債純資産合計 576,208,983
（注）は、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目であります。

貸借対照表
（令和４年３月３１日）

科　目 金　額
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行政コスト計算書

（令和３年４月１日～令和４年３月３１日）

（環境保全研究・技術開発勘定） （単位：円）

Ⅰ　損益計算書上の費用

環境保全研究・技術開発業務費 5,254,312,552

一般管理費 111,022,479

財務費用 264,886

雑損 6,856,032

臨時損失 10,468,319

　　業務費用合計損益計算書上の費用合計 5,382,924,268

Ⅱ　その他行政コスト

その他行政コスト合計 0

Ⅲ　行政コスト 5,382,924,268

科　目 金　額
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（令和３年４月１日～令和４年３月３１日）
（環境保全研究・技術開発勘定） （単位：円）

経常費用
環境保全研究・技術開発業務費

環境保全研究・技術開発調査研究費 4,300,955,904
環境保全研究・技術開発助成金 181,639,006
役職員人件費 90,458,874
雑給 40,807,212
賞与引当金繰入 6,282,468
退職給付費用 7,532,136
業務委託費 41,267,115
賃借料 24,911,400
減価償却費 41,360,907
その他業務費 519,097,530 5,254,312,552

一般管理費
役職員人件費 50,936,060
雑給 4,848,668
賞与引当金繰入 5,692,276
退職給付費用 4,061,925
業務委託費 10,417,742
賃借料 9,307,516
減価償却費 9,979,679
その他一般管理費 15,778,613 111,022,479

財務費用
支払利息 264,886 264,886

雑損 6,856,032
　経常費用合計 5,372,455,949
経常収益

運営費交付金収益（注） 5,418,860,754
資産見返運営費交付金戻入（注） 69,427,611
賞与引当金見返に係る収益（注） 11,974,744
退職給付引当金見返に係る収益（注） 11,241,565 5,511,504,674

　経常収益合計 5,511,504,674
　経常利益 139,048,725
臨時損失

固定資産除却損 10,468,319
　臨時損失合計 10,468,319
臨時利益

資産見返運営費交付金戻入（注） 10,468,319
　臨時利益合計 10,468,319
　当期純利益 139,048,725
　当期総利益 139,048,725
（注）は、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目であります。

　損益計算書

科　目 金　額
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(単位：円）

うち当期
総利益

37,236,782 21,185,310 53,544,802 ― 111,966,894 111,966,894

Ⅰ　利益剰余金の当期変動額

（１）利益の処分又は損失の処理

　　　利益処分による積立 53,544,802 △ 53,544,802 ― ― 

（２）その他

　　　当期純利益 139,048,725 139,048,725 139,048,725 139,048,725

― 53,544,802 85,503,923 139,048,725 139,048,725 139,048,725

37,236,782 74,730,112 139,048,725 139,048,725 251,015,619 251,015,619当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期変動額合計

前中期目標期間
繰越積立金

積立金
当期未処分

利益
利益剰余金

合計

純資産変動計算書
（令和３年４月１日～令和４年３月３１日）

（環境保全研究・技術開発勘定）

区　　　分

Ⅰ　利益剰余金

純資産
合計

-5-



キャッシュ・フロー計算書

（令和３年４月１日～令和４年３月３１日）

（環境保全研究・技術開発勘定） (単位：円)

金　額

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー

環境保全研究・技術開発支出 △ 4,903,819,546

役職員人件費支出 △ 156,607,329

その他の業務支出 △ 238,101,289

運営費交付金収入（注） 5,296,720,000

その他の業務収入 62,326,698

小計 60,518,534

利息の支払額 △ 264,886

　業務活動によるキャッシュ・フロー 60,253,648

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 13,771,665

無形固定資産の取得による支出 △ 23,680,000

敷金保証金の返還による収入 27,424,131

　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 10,027,534

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

その他の財務支出 △ 10,239,793

　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 10,239,793

Ⅳ　資金増加額（△資金減少額） 39,986,321

Ⅴ  資金期首残高 333,180,076

Ⅵ　資金期末残高 373,166,397

（注）は、独立行政法人固有の会計処理に伴う科目であります。

科　目
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利益の処分に関する書類

（環境保全研究・技術開発勘定） （単位：円）

Ⅰ　当期未処分利益 139,048,725

当期総利益 139,048,725

Ⅱ　利益処分額 139,048,725

積立金 139,048,725

（令和４年３月３１日）

科　目 金　額
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（環境保全研究・技術開発勘定）              

注記事項 

〔重要な会計方針〕 

当事業年度より、「独立行政法人会計基準」及び「独立行政法人会計基準注解」（令和

3 年 9 月 21 日改訂）並びに「『独立行政法人会計基準』及び『独立行政法人会計基準注

解』に関する Q＆A」（令和 4年 3月最終改訂）（以下「独立行政法人会計基準等」という。）

を適用して、財務諸表等を作成しております。 

なお、独立行政法人会計基準等のうち、時価の算定に係る改訂内容は令和 4事業年度

から、収益認識に係る改訂内容は令和 5事業年度から、それぞれ適用します。 

１.運営費交付金収益の計上基準 

業務達成基準を採用しております。 

なお、業務の進行状況と運営費交付金の対応関係が明確である活動を除く管理部門の

活動については期間進行基準を採用しております。 

２.減価償却の会計処理方法 

(1)有形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は、以下のとおりです。          

建物附属設備         8～15年 

機械装置              4 年 

工具器具備品         2～15年 

(2)無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。 

なお、法人内利用のソフトウェアの耐用年数については、法人内における利用可能

期間（5年）に基づいております。 

(3)リース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。 

３.賞与引当金の計上基準 

役員及び職員の賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額のうち、当事業年度に負

担すべき金額を計上しております。なお、運営費交付金により財源措置がなされるこ

とから、賞与引当金と同額を賞与引当金見返として計上しております。 

４.退職給付に係る引当金の計上基準及び退職給付費用の処理方法 

(1)退職一時金 

役員及び職員の退職給付に備えるため、期末自己都合要支給額を退職給付債務とす

る方法を用いた簡便法を適用しております。なお、運営費交付金により財源措置がな
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されることから、退職給付引当金と同額を退職給付引当金見返として計上しておりま

す。 

(2)企業年金基金から支給される年金給付 

役員及び職員の退職給付に備えるため、経済産業関係法人企業年金基金への掛金及

び年金基金積立不足額について、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の

見込額に基づき計上しております。 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属さ

せる方法については期間定額基準によっております。 

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における職員の平均残存勤務期間内の一

定の年数（5年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費

用処理することとしております。 

過去勤務費用は、発生年度において一括処理しております。 

なお、運営費交付金により財源措置がなされることから、退職給付引当金と同額を

退職給付引当金見返として計上しております。 

５.消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

〔貸借対照表に関する事項〕 

１.金融商品関係 

(1)金融商品の状況に関する事項 

業務の支払いに要する資金として現金及び預金を保有しており、余剰資金の運用は

行っておりません。 

  (2)金融商品の時価等に関する事項 

期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおり

であります。 

（単位：円） 

 貸借対照表計上額 時価 差額 

現金及び預金 373,166,397 373,166,397 ― 

（注）金融商品の時価の算定方法に関する事項 

現金及び預金はすべて短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいこ

とから、当該帳簿価額によっております。 

２.退職給付関係 

(1)採用している退職給付制度の概要 

当機構は、役員及び職員の退職給付に充てるため、積立型、非積立型の確定給付制

度及び確定拠出制度を採用しております。 
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積立型の確定給付企業年金及び確定拠出企業年金は、経済産業関係法人企業年金基

金に加入しております。 

非積立型の退職一時金制度では、退職給付として、「独立行政法人環境再生保全機構

役員退職手当規程」と「独立行政法人環境再生保全機構職員退職手当規程」に基づい

た一時金を支給し、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算しておりま

す。 

(2)確定給付制度 

  ①退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表（③に掲げられたものを除く） 

                                  （単位：円） 

a.期首における退職給付債務 6,494,985

b.勤務費用   1,196,533

c.利息費用 12,990

d.数理計算上の差異の当期発生額  △ 60,323

e.退職給付の支払額 △ 259,887

f.過去勤務費用の当期発生額 ―

g.制度加入者からの拠出額 469,680

h.期末における退職給付債務（a～g） 7,853,978

②年金資産の期首残高と期末残高の調整表 

（単位：円）        

a.期首における年金資産 6,122,578

b.期待運用収益 322,415

c.数理計算上の差異の当期発生額 △ 2,093,839

d.事業主からの拠出額 3,101,642

e.退職給付の支払額 △ 259,887

f.制度加入者からの拠出額 469,680

g.期末における年金資産額（a～f） 7,662,589

③簡便法を適用した制度の、退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表 

（単位：円） 

a.期首における退職給付引当金 24,025,370

b.退職給付費用 9,059,553

c.退職給付の支払額 △ 747,962

d.期末における退職給付引当金（a～c） 32,336,961
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④退職給付債務及び年金資産と貸借対照表に計上された退職給付引当金及び 

前払年金費用の調整表 

（単位：円） 

a.積立型制度の退職給付債務 7,853,978

b.年金資産  △ 7,662,589

c.積立型制度の未積立退職給付債務（a+b） 191,389

d.非積立型制度の未積立退職給付債務 32,336,961

e.小計（c+d） 32,528,350

f.未認識数理計算上の差異 △ 5,001,108

g.貸借対照表に計上された負債と資産の純額（e+f） 27,527,242

h.退職給付引当金（g） 27,527,242

i.前払年金費用 ―

j.貸借対照表に計上された負債と資産の純額（g） 27,527,242

  ⑤退職給付に関する損益 

（単位：円）  

a.勤務費用 1,196,533

b.利息費用 12,990

c.期待運用収益 △ 322,415

d.数理計算上の差異の当期費用処理額 1,294,904

e.過去勤務費用の当期費用処理額 ―

f.簡便法で計算した退職給付費用 9,059,553

g.合計（a～f） 11,241,565

⑥年金資産の主な内訳 

年金資産に対する主な分類ごとの比率は次の通りです。 

a.債券 39％

b.株式 46％

c.保険資産（一般勘定） 4％

d.その他 11％

e.合計（a～d） 100％

⑦長期期待運用収益率の設定方法に関する記載 

年金資産の長期期待運用収益率を決定するため、現在の年金資産の配分と過去の運

用実績を考慮しております。 
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⑧数理計算上の計算基礎に関する事項 

期末における主要な数理計算上の計算基礎（加重平均で表しています。） 

a.割引率 0.2％

b.長期期待運用収益率 5.266％

（3)確定拠出制度 

当法人の確定拠出制度への拠出額は、352,496 円です。 

〔行政コスト計算書に関する事項〕 

１.独立行政法人の業務運営に関して国民の負担に帰せられるコスト 

  行政コスト                5,382,924,268 円 

  機会費用                     343,869 円 

  独立行政法人の業務運営に関して 

  国民の負担に帰せられるコスト        5,383,268,137 円 

２.機会費用の計上方法 

（1)国からの出向者から生ずる機会費用の計算方法 

当該職員が国に復帰後退職する際に支払われる退職金のうち、独立行政法人での勤

務期間に対応する部分について、給与規則に定める退職給付支給基準等を参考に計算

しております。 

〔キャッシュ・フロー計算書に関する事項〕 

資金の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

現金及び預金     373,166,397 円 

資金期末残高                                  373,166,397 円 

〔重要な債務負担行為〕 

該当事項はありません。 

〔重要な後発事象〕 

該当事項はありません。 
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（環境保全研究・技術開発勘定）

附　属　明　細　書

１．固定資産の取得及び処分並びに減価償却費及び減損損失累計額の明細 （単位：円）

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

２．引当金の明細 （単位：円）

３．退職給付引当金の明細 （単位：円）

４．運営費交付金債務及び当期振替額等の明細

（１）運営費交付金債務の増減の明細 （単位：円）

（注）ソフトウェア仮勘定見返運営費交付金1,195,430円を含んでおります。

（２）運営費交付金債務の当期振替額及び主な使途の明細

① 運営費交付金収益への振替額及び主な使途の明細 （単位：円）

5,286,795,916

17,595,389

費用

摘 要

33,384,172

減損損失累計額

180,569,725

― 

― 

1,195,430

1,195,430

1,195,430

1,195,430

99,502,769

1,195,430

27,527,242

― 

100,698,199

87,694,740

27,527,242

33,384,172

27,527,242

― 

2,566,321

6,283,676

13,568,000

15,062,811

3,094,868

当期減少額

3,494,038

54,416,192

期末残高

10,234,673

21,346,487

15,062,811

6,283,676

179,374,295

87,694,740

3,494,038

差引当期末
残高

32,809,934

33,384,172

477,300

10,234,673

17,956,414

477,300 3,094,868

32,809,934

58,026,046

99,502,769

99,502,769

58,026,046

33,384,172

減価償却累計額

当期償却額

399,170

21,606,258

29,668,694

399,170

21,606,258

79,871,526

当期減損額

29,668,694 17,956,414

79,871,526

― 

― 

79,871,526

当期増加額

11,739,216

― 

179,374,295

3,849,604 ― 

179,374,295

― 

11,241,565

11,241,565

13,568,000

1,195,430

― 

79,871,526

― 

11,739,216

11,974,744

計 13,745,785 11,974,744 13,745,785 ― 11,974,744

13,745,785 11,974,744 13,745,785 ― 

5,001,108

5,447,395,849

当　　期　　振　　替　　額

運営費交付金収益
資産見返

運営費交付金（注）

その他

賞与引当金

区　　　分

40,190,939

27,527,242

当期増加額 当期減少額 期末残高

区　　分 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高 摘　　要
目的使用

131,156,501

業務達成基準による振替額

5,418,860,754

企業年金基金に係る債務 6,494,985 1,618,880

20,135,281 6,375,339 △1,016,622

259,887 7,853,978

主な使途

人件費：51,138,555、管理諸費：80,017,946

― 

13,568,000

1,195,430

27,527,242 ― 

ソフトウェア

ソフトウェア仮勘定

計

投資その他の
資産

20,135,281

― 

165,806,295

― 

非償却資産
1,195,430

23,986,446

退職給付引当金見返

165,806,295 14,763,430

― 

21,346,487

3,849,604

― 

無形固定資産
合計

20,135,281計

― 1,195,430

資産の種類

有形固定資産
（減価償却費）

建物附属設備

期首残高

無形固定資産
（減価償却費）

有形固定資産
合計 工具器具備品

計

ソフトウェア仮勘定

計

計

ソフトウェア

計

建物附属設備

工具器具備品

165,806,295

165,806,295

48,960,652

15,990,528

― 

85,054,781

48,960,652

85,054,781

― 

15,990,528

54,416,192

資本剰余金 小計

引当金見返
との相殺

1,294,904

5,418,860,754

退職給付引当金

84,956,601

期首残高 当期交付額

151,969,364期間進行基準による振替額

　　合計

28,535,095 ― 

区分

253,227,839 5,296,720,000

期末残高

環境保全研究・技術開発業務
人件費：90,916,908、環境保全研究・技術開発業務費：
5,040,112,382、管理諸費：24,610,125

運営費交付金の主な使途

5,266,891,390

運営費交付金収益

5,155,639,415

摘　　要

制度加入者からの拠出額 ― 469,680 469,680 ― 

年金資産 6,122,578 1,799,898 259,887 7,662,589

32,336,961

退職給付債務合計額 30,520,355 10,678,433 1,007,849

退職一時金に係る債務 24,025,370 9,059,553 747,962

期首残高

未認識過去勤務費用及び未認識数理計算上の差異 4,262,496 2,033,516

機械装置 9,680,909 ― 29,784,510 7,663,266 7,244,441 22,121,244

機械装置 20,103,601 9,680,909 ― 29,784,510 7,663,266 7,244,441 22,121,244

23,986,446

2,566,321

20,103,601
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② 資産見返運営費交付金及び資本剰余金への振替額並びに主な使途の明細 （単位：円）

（３）引当金見返との相殺額の明細 （単位：円）

（４）運営費交付金債務残高の明細 （単位：円）

５．役員及び職員の給与の明細 （単位：千円、人）

（注） １．役員に対する報酬及び退職手当は、役員報酬規程及び役員退職手当規程に基づいて支給しております。

　　職員に対する給与及び退職手当は、職員給与規程及び職員退職手当規程に基づいて支給しております。

２．支給人員数は、年間平均支給人員数によっております。

３．非常勤の役員及び職員については、外数で（　）で記載しております。

４．支給額及び支給人員数には各勘定で按分して負担している全ての役員及び共通部門の人員（44人）が含まれております。

５．中期計画における人件費は、役員報酬、職員基本給及び職員諸手当（賞与支給額を含む）並びに超過勤務手当であり、附属明細書における

    報酬又は給与は、中期計画と同様であります。なお、法定福利費（共済掛金を含む）については、中期計画、附属明細書共に含まれておりません。

６．退職手当は、中期計画では含まれておりませんが、附属明細書では退職一時金に係る支給額であります。

７．金額は千円未満切捨てにて記載しております。

６．上記以外の主な資産及び負債の明細

     現金及び預金 （単位：円）

区　　分
支給人員

( 1 )

5  

(―) 

職　　員

報酬又は給与 退職手当

53  

(―) 

2
合　　計

( 324 )

121,403  

(―) 

572 2

合計

○翌事業年度への繰越額はない。―

○翌事業年度への繰越額はない。

―

84,956,601

(―) 

112,569  

572

(―) 

計 373,166,397

普通預金 373,166,397

区　　分 金　　額 摘　　要

振替額

運営費交付金債務残高

○翌事業年度に繰り越した運営費交付金債務残高と使用見込みは以下のとおりです。
　環境保全研究・技術開発業務は、研究費等の繰越に伴い、翌期以降84,956,601収益化予定。

業務達成基準を採用した業務にかかる分

○翌事業年度への繰越額はない。

環境保全研究・技術開発業務 10,196,939
賞与引当金見返：8,019,162
退職給付引当金見返：2,177,777

共通 7,398,450

17,595,389

主な使途

― 5,286,186

振替額

資本剰余金への振替

環境保全研究・技術開発業務 ― 

業務用建物附属設備：2,566,321
業務用工具器具備品：1,524,435
業務用ソフトウェア：1,195,430

― 

業務用機械装置：9,680,909
業務用ソフトウェア：13,568,000

84,956,601

共通

8,834  

―

主な使途

23,248,909

(―) 

― ― 

支　給　額

( 324 )

その他

　計

期間進行基準を採用した業務にかかる分

費用進行基準を採用した業務にかかる分

(―) 
役　　員

支給人員

(―) 

支　給　額

48  

( 1 )

使用見込み

セグメント

賞与引当金見返：5,726,623
退職給付引当金見返：1,671,827

主な相殺額の内訳

引当金見返との相殺

相殺額

28,535,095

セグメント
資産見返運営費交付金への振替

合計
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